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1911年 (明治 44)年 9月のことであった｡曾繭と一緒に同じ実験物理学科卒業の同級
生高木弘 (たかぎ･ひろむ )と理論物理学科卒業の同級生鈴木清太郎 (すずき･せいた
ろう)も仙台-赴任した｡55)
曾繭は3年間 (骨禰自身の言 )本多と同じ部屋に同居して実験した｡骨頑が大きなDu










④ 鈴木清太郎,骨禰 :渡瀬 (わたらせ )の風穴 (ふうけつ ), 3(1914)101-111.






⑦ 骨禰 :磁場中で沈澱させた電解鉄の磁性, 4(1915)313-321.
㊥ 本多,曾禰 :鬼首 (末日ここうべ )の間歓泉, 5(1916)249-262.
㊥ 曾禰 :水素および若干の他の気体の磁化率,8(1919)115-168.58)
⑲ 骨柄 :六種類の窒素酸化物の磁化率, ll(1922)139-158.






渡瀬 (ゎたらせ )の風穴を論 じた鈴木と曾頑の論文④は次のような文章で始まってい













曾頑の観測は, 1912年 11月から1913年 11月までの 1年間に, 5回にわたっておこ






















































記録 し噴出の周期を測定 した ｡ 水銀を入れたU字管の一端につないだ銅の球管をガイザ
-の噴出口におき,噴出時の蒸気･熱湯による温度の急変を回転 ドラムに記録すること
によって,噴出時刻を知るわけである｡ これらの測定と以前からの言い伝えにもとづき,
本多 (と曾爾 )は鬼首ガイザ-のモデルを示唆して,当時 (1916年 )から50-60年
前には約 5時間であった噴出周期が1894年には3.5時間に-り,現在 (1916年 )では










































址 化合物 (MnO2,Mn203,Mn304,MnO,MnSO4)の磁化率の研究④は, ｢前編｣
冒頭に述べたように反強磁性体 (MOO)のネール温度での磁化率異常が観測にかかって




















の起らないような温度範囲で測定デー ター をプロットしてみて, 1/x-Tのグラフが直
線にならないで湾曲することを示し, したがってCurie則xT-const.またはOnnes-Perrier








Cr203は 13000まで加熱しても構造変化がないとだけコメン トしている｡ 第 6図の上
のグラフは Fe203の磁化率であって, "Morin温度〝-40℃での磁化率の急激な変化 84)
が図のhgもしくはhb(bの字の縦棒が目盛線と重なって Oの字のように見える )とし
てはっきり認められる｡85) Kahlbaumから供給 されたヘマタイトを室温から- 190℃ま








方法 (秤量 )によっては,-マタイ トのマグネタイト-の変化を検出することはできな
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第 6図 Fe203とCr203の磁化率 (論文L5)より)
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40) この丁文は, 『物性研究』29 No.1(1977年 10月 )1-19所載の ｢曾爾武の
歩み｣41)(以下 ｢前編｣ と略す )のつづきである｡
41) ｢前編｣の原稿に,いくつかの不備 42)と疑問点 43),47),50)があり,その点につ
いて, 1977年 10月 7日 51)に曾繭を自宅に訪い,直接曾頑にききただした｡そこで
の曾繭の答や新しく分ったこと52)に基いて, ｢前編｣に対する若干の補足 ･訂正
を,註 42-52でおこなう｡ なお,印刷された ｢前編｣の見れば分る間違い(原稿
の誤字 ･脱字によるものもあれば,誤植によるものもある )を一々訂正することは
省く｡
42) ｢前編｣10貢,註 lo, 4行目,鈴木 トモヲ - 鈴木知雄｡
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43) 疑問点の1つは,一高時代の骨頑の,須藤 との,物理実験をめぐるや りとりの時














しかし,曾頑は原記憶④ と④から,現在の学制にひきず られて,一高 2年生の6月
を1905年と思いちがえ,その思いちがいと原記憶@に基いて, そのつじつまが合




てもらった｡同号は, 1906(明治 39)年 11月に発行されており,その中にはっ





44) 本多と曾頑との最初の出会いを1905年 6月とし, 2人による中禅寺湖の ｢静振｣
の観測を1905年7月とするあやまりは 『本多光太郎伝』 (石川悌次郎著, 日刊工
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苦情励ぶ りを強調するあまりの多少の誇張 とそれに伴う不正確 さ(たとえば,本多
の滞独中に発表したとする論文リス ト(154頁および158頁)中には, 本多の帰















46) このこととの関連で, ｢前編｣本文 6頁4行目の ｢4月から始まった学期--･｣
は ｢9月から---｣に訂正され, 6頁13行から15行-かけての,清水与五郎が兄
清水清蔵の紹介状を曾頑にもたらすテンポはもっとゆるいものとなり, 7頁 8行目
の冒頭 ｢翌｣の一字は削除される｡また註 19の2行目 ｢2年になって-学期は4月




た,註 34の最後の2行あまり ｢多分後者は, --･｣以下を削除する｡ 曾頑は1905




史大系,東洋経済新報社, 1961)115頁の年表を見て, 徳川 ･日野両大尉の代々
木練兵場での日本で初めての試験飛行が明治43(1910)年 12月 19日に行われて
いることを知り,本文 7頁下から3行目にあるように, 12月19日という日時を書
き入れたのである｡ところがその後,湯浅光朝 『科学 50年』 (時事通信社,1956
年 )173頁に ｢徳川大尉は･-･-フアルマン式50馬力複葉機を操縦した｡ この日の
記録は,高度 70m,滞空時間 4分,距離 3Kmであった｡ 日野大尉もこの日に飛ん
だ｣ とあるのを見て,註 36に書いた曾頑の記憶とくいちがうのに気付いた｡ 曾頑
に尋ねた所, ｢私共の見学 した日の状況は, 14日の準備飛行で｣ 48) 湯浅のもの
は ｢19日の本式飛行公開であったと考えます｣ というのが,その答であった｡ し
たがって本文 7頁下から3行 目の ｢12月 19日｣を ｢12月 14日｣と訂正する｡
48) 曾頑と一緒にこの準備飛行を見に行った 7名の実験物理学科最上級生のうち,管
















50) ｢前編｣註37,38,39に関連して, 私は曾頑に ｢先生は,東大在学の 1年延期
の理由として人生上の煩悶と,劣等感 ･挫折感にもとづく不勉強と, 2つおあげに
なりました｡私は後者の問題は,もしあったとしても,一高時代の事であ り,東大
時代はキリス ト者 としての生き方に物理学者 としての生き方をどう合致させてゆく
かという人生上の煩悶が主であろうと推察してお りますが,如何でしょうか｣と質
間した｡これに対する曾繭のこたえは ｢一高時代の不勉強の結果, (一高では )僚
倖にも落第はしませんで,辛うじて3年在学で卒業 しましたが,学力不足で,大学
1年ではむつかしい天文学 (寺尾天文台長 )と数学 (坂井英太郎教授 )で欠点をと
り,それで落第しました (1年生を2回やった )｡親父 (骨爾達蔵 )が驚いて,田
中舘先生と震災予防調査会でお会いしたとき(曾商連蔵も田中舘もこの会のメンバ
ーであった )お願いして調べていただいて,以上の理由が分りました｣ということ


















































56) 『物理学通論』 (本多 ･川北共編 )は1915(大正4)年に初版が出ている｡88)
序言によれば,本多の東北帝大理科大学での講義を基にしたものである｡編纂に当
って,ローレンツの 『物理学』,田丸 (卓郎か ?)の 『振動』,水野 (敏之壷か ?)



















Mag39, No.231(March 1920)3()5-350, は㊥と同一の論文である.




























62) 渡瀬の風穴に着目した動機 をきいたら,曾禰はこう言った｡ ｢開設されたばかり
































った｡骨柄 ･柴山の報文 とは別に,本多がこのような報文を曾繭と連名で 『理科報
告』にのせていることは知らなかった,と曾頑は語った｡鬼首ガイザ-の ｢研究は
1914年 8月に始まり1916年3月に終った｣と㊥で書かれてお り,気体の磁化率の







65) 本多と鬼首ガイザ--同行した時のことを,曾繭は次のように回想 した｡ ｢間歓
泉は,熱海で本多先生はもう名を成 していらした｡寺田 (寅彦 )さんと2人でやっ














32(1910)1027-63.この論文の受理の日付は1910年 4月 10日である. これは






































72) 磁気についての単行本では,註 70でふれた本多自身の本のほか, 茅誠司の 『磁
性体論』 (仁科編 『(講座 )量子物理学』第5巻中の 1冊,共立社, 1938)が 10
-14頁で,Stonerの …Magnetism andMatter"(Mathuen,1934)が pp.463-466




(1954)259)が,そのグラフの原型は,この1910年の本多のグラフ(第 7図 ) に
あるといえそうである｡












第 7図 諸元素の磁化率 (K.Honda:Ann.derPhysik32(1910)1027-63より)




(本文参照 )ということだけしか覚えていない｡ Sの結婚披露宴で私からMnOの X
の測定のことを聞いた曾頑は( ｢前編｣本文 1貢参照 )早速東工大 (曾繭の自宅か
ら近い )にゆき 『東北帝大理科報告』をひもといた｡第 3巻は欠巻で,第 2巻にの



























77) このことを曾繭に伝えたのち,更に永宮 ･芳田 ･久保の総合報告の当該部分 (｢
















siqueにのった N6elの ｢ものすごく長い｣論文 80)を紹介した｡その時はまだフェ
リ磁性の考えは出ていなかったけれども,反強磁性という考えはすでに出ていたそ
うである｡ ｢金研で反強磁性の勉強をやっても,昔やっていた本多や曾繭の実験を
ふ り返ってみるとレ､う事はなかったのか｣と尋ねたら ｢なかった｡ そういう所がぬ
けていたかも知れない｣という答だった｡傍にいた久保が ｢しかし,その頃のマグ
ネは,大体金属のマグネだったから｣ と言った｡たしかに永宮 ･芳田 ･久保の縫合
報告 (｢前編｣註 2)の2貢には, ｢反強磁性の概念は遷移金属や合金の常磁性磁
化率の研究に関連して,Neelによって始めて導入された｣と書いてある.
80) LN6el:Ann.dePhys.17(1932)64-105.であろうと思われる｡ 永宮らの総合報告
で,N6elがはじめて反強磁性の概念を導入した (註 79末尾参照 ) という論文がこ
れである｡ 私がこの註を書くのに依拠 しているこの論文のコピーは, 64頁以後 し
























84) MorinがMorin温度 250 oKでの磁化率の急激な変化を再発見するのは,36年後
の1950年のことであった｡F.∫.Morin:Phys.Rev.78(1950)819.
85) 久保 ･永宮編 『固体物理の歩み』 (岩波, 1962)の ｢磁性体の物理学｣の章,














はじめ湯浅光朝の 『科学史』, 『科学 50年』や, 板倉たちの 『長岡半太郎伝』
(401頁,ただしK.S.鋼をアルニコ磁石と混同している)や小山書店の 『人文科
学史年表』等では 1917年になっており,『本多光太郎伝』や飯田賢一 『近代日本の
技術と思想』 (186頁 )では 1916年になっており,黒岩の 『本多光太郎』では場
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所によって, 1916,1917,1918年になっている｡ 『東北帝大理科報告』 9(192∩)
417-422の本多と斎藤省三によるHOnK.S.MagneticSteelMと題する論文の冒頭に





頁 )と書かれているので,更に 『日本金属学会誌』 1巻 1号に, 1937年 4月16日
付で受理された論文の中に, ｢K.S.磁石鋼は今より19年前･･- 発見された｣(6
頁 )と書かれているので, 1917年に発明された,というのが正しいと考えられる ｡
1916年説のもとは石川の 『本多光太郎伝』にあるが,その石川は 『理化学辞典』
(第 2坂 )のK.S.鋼の項 (1916年に製作されたと書いてある)に依拠した｡ お
そらく, 『理化学辞典』の記述があやまっているのである｡
87) F.W6hler:Lieb.Ann.III(1859)117.(勝木は現物をみていない. )
88) 『物理学通論』は最初,本多と)咽ヒ清 (東大物理, 1897(明治 30)年卒, 本
多と同級 )の共編で発行されたが, 1925年に大改訂をしたとき, 本多 1人の著者
ということにした｡ (これは註 56への註である )
89) この翌年,本多はK.S.鋼を発明 している｡ (註86参照 ) K.S.鋼の成功が,
本多の臣を地球物理学から完全に抜かせることになったのであろう｡ (これは註59
-の誌である )
90) 本多自身がG6ttingenに月沈原の文字をあてている｡ たとえば 『日本物理学会誌』
5(1950)329-333の本多の ｢研究生活 50年｣を見よ(330頁 ). 本多には
宛字の才とでもいうべきものがあって, 1921年 7月9日の鉄鋼研究所落成記念の
学術講演会での ｢鉄及び鋼の組織｣ と題する通俗講演 (『金属材料の研究』 (東北














わぬユーモア精神 (むしろ ｢茶目っ気｣91)とでもいうべきか )の持ち主と見受け
られる｡宛字に ｢田｣とか ｢土｣とか ｢原｣とかが用いられているのは,本多の農












92) ｢自修会会員名簿｣(東北大理学部卒業生名簿 )によれば,牧田らく, 1916
(大正5)年数学科卒業,黒田チカ, 1916(大正5)年化学科卒業,丹下ウメ,
1918(大正 7)年化学科卒業 となっている｡なお,註62をも見よ｡
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